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青春満載 第 1弾 ケンタロウの場合 

一緒に青年団やろうぜ！の巻 
 



青春満載 Vol 1ケンタロウの場合 

「一緒に青年団やろうぜ！」の巻 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
は 

愛
知
県
内
の
中
堅

都
市
に
住
む
、
ご

く
フ
ツ
ー
の
１
９

歳
の
若
者
で
あ

る
。 

高校卒業後、家業の新聞配達店の

手伝いをしているが、今ひとつ満

たされない生活を送っていた。  

ケンタロウ、行こうぜ・・ 

高
校
時
代
の
友
達
と
の

ツ
ー
リ
ン
グ
も
そ
れ
な

り
に
楽
し
か
っ
た
け
れ

ど
・
・ 



ケ
ン
タ
ロ
ウ
の
住
む
町
内
に
は
、
市
内
唯
一
の
青

年
団
が
あ
っ
た
。
そ
ん
な
あ
る
日
ー
。 

青
年
団
長 

中
田
ま
さ
お 

 

ケンタロウ、青年団やらんか。

今度、新しい事業するんだ。 
せ
っ
、
青
年
団
で
す
か
ぁ
？ 

そ
、
青
年
団
。
新
し
い
事
業
に
ケ
ン

タ
ロ
ウ
君
の
力
が
必
要
な
の
よ
。 

何
す
ん
で
す
か
！ 

聞いてくれる

か、実は・・ 

ど
げ
ん
か
せ
ん

と
い
か
ん
！ 

近
く
の
公
園
は
タ
バ
コ
の
吸

殻
や
犬
の
フ
ン
等
で
周
辺
住

民
は
と
て
も 

悩
ま
さ
れ
て 

い
ま
し
た
。 

中
田
団
長
は
新

し
い
事
業
を
と

う
と
う
と
語
り

始
め
ま
し
た
。 

副団長 たかこ 



ど
こ
か
ら
と
も
な

く
聞
こ
え
る
あ
の

メ
ロ
デ
ィ
。
そ
う
！ 

月
光
仮
面
で
す
。 

正義の味方、フンやゴミはもう 
けっこう仮面参上！ 

けっこう仮面とショッカ

ーはゴミ拾いをはじめた。 

け
っ
こ
う
仮
面
が 

ほ
ん
に
ゃ
ら
公
園
に
現
れ

ま
し
た
。 

地元ケーブルテレビに

取り上げられ・・ 

次の朝・・ 
役所の電話が鳴り響き・・ 

そ
れ
が
よ
く
判
ら
な
い
の
で

す
、
ハ
イ
。 

上へ下への大騒ぎとなった・・ 



と
こ
ろ
で
あ
な
た

ダ
レ
？ 

地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
の
独
占
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
受
け
る
・
・
。 

待ってました

とばかりにこ

う答える・・ 

フンやゴミはもう 
けっこう仮面参上 
青年団員募集中 

こう言うもんです

こうして住民にも喜ばれ、青年団も強く大きくな

っていったのです。 
チャンチャン ざ

っ
と
こ
ん
な
カ
ン
ジ
な
ん
だ 

け
っ
こ
う
仮
面
や
り
た
い

そしてこーなる 



け
っ
、
け
っ
こ
う
仮
面
で
す
か

ぁ
？
か
っ
こ
悪
い
な
あ
・
・
。 

ケンタロウは団長が熱く語る「地域」

や「仲間」という言葉に新鮮で 
強烈な印象を 
受けていた・・。 

ケンタロウ、行こうぜ！ 

ご
め
ん
、
今
日
や
め

と
く
よ
。 

その夜、ケンタロウは青年団の 
定例会にいた。 

やがてー 
ケ
ン
タ
ロ
ウ
扮
す
る 

け
っ
こ
う
仮
面
が 

そ
こ
に
い
た
ー 

し
ん
ぶ
ん
で
ー
す 

ご
く
ろ
う
さ
ま
ー 

け
っ
こ
う
仮
面
・
・ 

そ
し
て
ー 



 
ケ
ン
タ
ロ
ウ
は
満
ち
足
り
て
い
た
・
・
。 

そ
し
て
小
さ
く
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
し
た
。 

その日ケンタロウは友達に

声をかけた 

一
緒
に
青
年
団
や
ろ
う
ぜ
！ 

ケ
ン
タ
ロ
ウ
！ 

「
一
緒
に
青
年
団
や
ろ
う
ぜ
！
」 

完 

ご覧になった皆様へ 
少なくなったとはいえ、県下各地で活動している地域青年団はいくつもあります。そう

した青年団の日常活動のひとコマをドラマにしてみました。近年、青年は組織化を嫌うと

か、仕事が忙しいなどの理由から、地域の青年団活動や消防団活動に係わることが少なく

なってきました。 
しかし、そんな若者でも、ちょっとしたきっかけさえあれば青年団活動に積極的に参加す

るようになったりします。 
ドラマ中のケンタロウ君は高校時代の仲間とのツーリングなど、それなりに楽しかった

のだけれど、なんとなく満たされない日々を送っていました。やがて青年団の勧誘、入団

によって生活が変わります。青年団活動を通して「仲間」の中でたよりにされ、「地域」

の中で、信頼と期待を肌で感じるようになっていくのでした。 
やがて、ケンタロウ君は高校時代のツーリング仲間にも「青年団やろーぜ」と声をかけ

ることになります。ケンタロウ君自身や青年団が地域に必要とされていることを実感し、

そのことに共感してくれる仲間を勧誘し、大きく青年団の輪を広げていこうとする原動力

となったのでした。 
 わたしたちは県下各地に、できるだけ多くのケンタロウ君を輩出したいとの願いを持っ

ています。ここで繰り広げられた「けっこう仮面プロジェクト」は愛知県青年会館の公益

活動推進委員会が提唱したプロジェクトで、県内の青年団が取り組んでいます。 
地域の青年 5～6人がいれば、簡単に取り組めるようにマニュアルも作成しています。こ
のドラマをご覧になり、地域青年団の復活やグループサークルなどの活性化にお役に立て

ればと思います。プロジェクトに興味をもたれ、（財）愛知県青年会館までご一報いただ

ければ幸いです。 
進行中プロジェクト 
「フンやゴミはもう けっこう仮面参上！プロジェクト」 
（財）愛知県青年会館 052-221-6001 （星野まで） 


